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Weth v. d.  Ergebuisse d. gesammter  Tbk-Forsc-

 hing.  Ea. I (1930)

藤井,日 本内科学会 雑誌22毬6号

加納,結 核20巻6号

勝 沼,結 核12巻7号

栗谷川,東 北医学会雑 誌。15巻5珊

田辺,十 全会雑誌43-45巻

束田・結核　 結核8雀9号

横 井,結 核2毬2号

尿 路 結 核 と 副 睾 丸 結 核

(結核療養所 に於ける臨黙的観察)

國立療養所村松晴嵐荘(荘長 木村猛明博士)
紮

橋 本 正 良

(1)緒 言.

昭 和 ユ0年10月 村 松 晴 嵐 荘 開 所 以 來 同19年

末 迄 の 全 入荘 慮 者の 病 鉢 日誌 の 中 か ら、記 録 され

た尿 路 結 核 症 を拾 集 して100例 を得 た｡そ の100

症 例 の 中で 副 睾 丸 結 核 の発 症 を併せ 記 録 され て い

る もの に就 て 調査 した｡

(2)・ 頻 度

この調 査 で 、 尿 路 結 核症 と して記 録 され た 患 者

100名 の 中の 副 睾 丸 結 核 を併 発 し た もの は35名 で

あ る｡Bachrach(20%)Beck(19.3%)Bruns(15

%)等 に比 して は 多 く、Bumpu9〈36%)KUttuer

(40%)坂 日～大 森(34%)に 近 く、Isquierdo

(60%)9穏ter(70%)Rafill(53%)WiIdbolz(71

%)に 比 して は 遙 か に少 い｡.

(3)結 核 症 経 過

尿 路 結核 症 を記 録 され た100名 の 中 で副 睾 丸結

核 を発症 した35名 につ いて み るに 、結 核症 発症

以 來 尿 路結 核発 症 まで の 既往 症 と して 、胸 膜炎23

(内20は 結 核症 経 過 の 初発 症)肺 結 核23(内7は

結 核 症 経 過 の初 発 症 、9は 胸 膜 炎 に続 発)腸 結 核

8、 腺 結 核8(内1は 結 核 症 経 過 の初 発 症)骨 結 核

5、 膿 胸3、 腹 膜 結 核2、 関 節 結 核2、 心 嚢 炎2

(内1は 結 核症 経 過 の初 発 症)が あ 砂、 又 、 尿路 結

核 につ いで 起 つ た もの に 、胸 膜 炎4(初 発症 と し
㍉
て の 胸 膜 炎 の 対 測)骨 結 核3、 結 核 性脳 膜 炎3、

蹄 結 核2、 腸 結 核2、 頸 腺 結 核2、 関 節 結核1が

ある｡

原田～石川は、副睾丸結核の合併症 として肺結

核が最 も多いとし、石川～李は、胸膜炎多 く56%

に達すと報告し、坂 口～大森は、胸 膜 炎 饒 往 を

95.4%に みとあ、市川～木村は、副睾丸結核の饒

往症、合併症に就て記述 し、既往症の結核性疾患

として胸膜炎21%、 肺結核3.7%、 骨結核1.5%

、関節結核O・5%・r腺 結核O・2%・ 結核性合併症 と

して肺結核1、 胸膜炎2、 骨結核1、 痔痩3、 関

節結核2、 海綿体～陰董各1、 皮膚結核、結核性

静脈炎各1、 計全症働の3%を あげている◇

私の調査でも、先学の成績 と同様に、胸膜炎及

び肺結核が既往症の首位 を占め、且つ、その割合

ははるかに高 く23に 近い｡私 の調査が結核療養

所に於てなされたによるのであろう｡

骨結核、腺結咳の既往症に占める割合 も先学の

報告に比 してはるかに高い｡

(4)患 側

副睾丸結核症35名 の中緊一・測に止つたもの26

名(右13名 、左13名 、結核症経過の初発疲 と

して発症 したもの右2名 、左2名 、尿路結核の決

診前に発症 したもの右9名 、左8名)

両側発症 した もの9名(右 に初発 したもの2名 、

左に初発したもの4名 、両側同時に発症 した もの.

3名｡両 測共尿路結核に先行した もの3名 、一側

は尿路結核に先行 し、対側は尿路結核に後発 した

もの1名 、両側共に尿路結核に後発 した もの5

名｡)
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市 川 ～ 木 村 は 、軍 側252、 両 側195、 石 川 ～ 李

は 、輩 側169両 側51、 大 桑 は 、軍 側64%、 ご両

側"36%と 報 告 し、石 川 ～李 は 左 側 に稻 妊発 す とい

い 、大 桑 は右37S%、 左26.1%、 と いつ て い る｡

私 の調 査 で は、 輩 側 と両 側 との比 は石 川 ～ 李 の

成 績 に近 く、市 川 ～ 木 村 や大 桑 の成 績 よ り も輩 側

に止 る ものが 多 い｡好 発 剣 につV・て は 、私 の 成 績

は特 別 な所 見 を認 め な い｡又 、市 川 ～木 村 の 報 告

で は 両 側 同時 の発 症 は 、7/452に す ぎぬ が 、 私 の

調 査 で は3,35を 示 して い る｡

(5)封 側 発 症 ま で の 間 隔

一側発症か ら他側発症までの聞隔 を、副窒丸摘

出衛、去勢術等治療 を施した ものと、}般 症朕其

他の理由か ら全然治療 を加 えなかつたものとに分

つて観察すると、市川～木村の加療群の対側発症

1年 以内38・7%、 非加療群の対・側発症1年 以内

71・4%、 問隔の平均日数加療群253月 、非加療

群10.6月 なbと の成績に比 して、私 の調査では、

加療群で1・年以内5,6、 非加療群で1年 以内46

で闘隔は甚短かい｡加 療群が非加療群に比して間

隔の長いのは同様である(加療群3～12月4名 、

非加療群1～2月4名)

坂 口～大森、石川～李は、非加療群に於ける対

側腫脹までの日数について報告 しているが、共に

6ケ 月以内に略手数、1年 以内に23に 近V・症例

の発症 をみている｡

(6)豫 後

村松晴嵐惑で昭和10・ 年10月 が ら昭和19年

束までに副睾丸結核に手循 した ものは53名(63

例、即、両側処置例10を ぞかえる)あ わ、その

中で尿路結核を続発 した もの18名 、尿路結核に

続発 したもの11名 で、前後はあれ尿路結核 を発症

した ものは計29名 である｡尿 路結核を発症 しな

い24名 は、副盤丸結核の加療後2～82ケ 月を経

遙 し、生存者は}4名 である｡

村松晴嵐荘に於ける昭和13年12月 以降昭和

19年 末に至る300体 の剖瞼例に於て・副睾丸結

核があつて尿路に結核病変 をみとめなかつた もの

1例 がある｡

.(7)初 発結核症 との間隔

副睾丸結核発症の初発症からの月数 をみると、

結核症経過の如何にかかわらす、1～5年 以内特に

3年 以内の ものが最も多いo

坂 口～大森は既往の胸膜炎か ら副睾丸結核の発

症 までの月数を調査 して123例 の中5年 以内に

52例 、10年 以内に96例(75・6%♪ と報告して

いて、私の成績 と甚だ しく相異する｡

石川～李は副睾丸結核の統計的観察の中に既往

症忙胸膜炎が多く、胸膜炎発症後概ね1年 にして

副睾丸結核を起すと報 告している｡

私の成績でも、胸膜炎及び肺結核を既往歴にも

つ ものが多いがギ副睾丸結核発症に至る闇隔は1

年以内よIJはむしろ1年 以上3年 以内のところに

密度が濃いようである｡又 、初発症の如何にかか

わらす初発症か ら副睾丸結核発症までの間隔 も1

～3年 に於て多い｡

(8)尿 路結核症 との間隔

私が、副肇丸結核発症 と尿路情核発症 との間隔

について調査 した ところ、副睾丸結核と尿路結核

との前後についてみると、2;3の 比て尿路結核に

後発するもめの多いのがみ られ、尿路結 核に先ん
　

じた もの は6～4S乞 月 に多 く、 尿 路結 核 に 後 発

す る もの は1～12月 に 多 い｡

市 川 ～木 村 は 、 副 睾 丸摘 出 よ り膀 胱 症 朕 の 発現

まで を19例 に つ い て 、坂 口～大 森 は 腎摘 出 後 副

睾 丸結 核発 症 まで を38例 につ い て報 告して い る

が 、共 に.尿 路 結 核 に 先 ん じた もの は6～48ク 月

に 多 く、 尿路 結 核 に後 発 す る もの は1～12ケ 月 に

多 い と述 べ 、 私 の成 績 に一 致 す るが 、 又 共 に、

7～10年 の開 隔 で 発 症 した もの を示 して い る｡

(9)結 語

村松晴嵐荘開所の昭和10年10月 か ら昭和19

年12月 に至る開の副…睾丸結核について、特に尿路

結核症 を記録されたものについて調査した｡

イ)尿 路結核癒 を記録 された100鯛 の患者の中

で、副睾丸結核 を発症 したものは35例 である｡

ロ)既 往歴に於ては、胸膜炎及び肺結核が首位

一 一一25-一 一 ・
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を占 め 、 且つ その 割 合 は 先 学 の 成績 に 比 して は る

か に 高 く23に 近 い｡

ハ〉軍 鋼 に止 つ た もの23、 両 側 発症 した もの

9、 好 発 鰯 を特 に み な い｡両 側 同 時 発 症3β5あ 一

つ て 、高 い割 合 を示 してV・る｡

二)一 測 か ら対 側へ の発 症 の聞 隔 は、 一・測 加 療

群 で1年 以 内56、 非 加 療 群 で45で あ る｡

ホ〉昭 和 ユ0年10珂 か ら昭 和19年12月 ま

で に村松 晴 嵐荘 で副 睾 丸結 核 に 手徳 した もの は 、,

53名 、63鋼｡そ の 中 で 尿路 結 核 を発 した もの29名

発 症 しな い もの24名 中 生 存 考 は14名 で あ 巻｡

一)副 睾 丸結 核発 症 の初 発症 か らの 月数 を み る

と、1へ5年 以 内特 に3年 以 内 の もの が 最 も 多 い｡

の 副 睾 丸結 核 発 症 と尿路 結 核 発 症 と の 聞 隔

は 、尿路 結 核 に 先ん じた もの で は6-48月 に 多

く、 尿 路結 核 に 後 発す る もの で は1～12月 に 多い｡

東 京大学泌 尿器科市川 教屡,村 松晴嵐}{芸長木村権明博

士 の御指導 御鞭燵 に衷心 の謝意 を表 します㌔
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結 核菌培養時 の封蝋 の代 りに ゴムの キヤ

ップを使 用 した小実験
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誉1緒 論

我が國は絡戦後四年を経過 したとはいえ、研究

の資材に事欠 くことが 多い｡我 々の研究の方面で

は綿栓に使用する青梅綿¥バ ラフイン等がかな り ㌦

不足 している｡た またま余等の一人、浅見が2000

倍稀釈のツペルク リンを50cc入 れて市販に出す

瓶 を封するために用いるキヤツプを、結核菌培養

時に封蝋の代 砂に用いるζとを考えたので・これ

を実際に使用出來るかどうかの許小実験 をやつて"

見た｡-

II方 法

封蝋:小 大1}①が先に資材節約の意味で考案した

方法にょった｡邸 ち青梅綿の上 を硫酸紙 と日本紙

(反古紙でよい)で 勉んだ もので、中試験管の綿栓

をして、滅菌 し、この試験音で増地を作 り・培養

し了つ た ら綿 栓 を抜 い て、 溶 した バ ラ ス ィ ンに浸

して 封 蝋 した｡.

ゴ ムの キ ヤ ツ プを使 用 す る方法:培 養 し了 る
.

迄 は前 者 と同様 で あ る、 培 養 し了つ た ら、 綿 栓 を

㍉抜 き取 つ て
、 そ の代 りに予 め よ く洗 つ て 、乾 し、

コッ ホ釜 で1000C30分 聞 滅 菌 して お いた ゴ ムの

キ ヤ プ をか ぶ せ る｡

この 両方 法 を 同一 の培 地 を使 用 し、飼 様 に処理

して培 養 した もの につ い て実 施 して 、 培 地 の 乾 燥
脚の程 度

、結 核 菌 の発 育の 欺 況 を比 較 したび

垂'

皿1成 績

1.純 粋 増 養 の 結 核菌 浮 游 液 に よ る實 験

人 型菌 、陸FTP株 の 、 グ リセ リン馬 鈴 薯 培

地 、16日 闇 培 養 の もの で 、1cc中10m9を 含

む 菌 浮 游 液 を作 り、 これ を原 液 と して 滅 菌 蒸 溜 水

で うす め て 、1cc中10ww'mgと し、1ccの メ ス
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